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書 壇 院書 壇 院

令
和
七
年（
２
０
２
５
年
）

令
和
七
年（
２
０
２
５
年
）

七
月
号

七
月
号

吉
田
苞
竹
創
刊

吉
田
苞
竹
創
刊

昭
和
四
年
三
月
十
五
日
　（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
七
年
七
月
一
日
　
印
刷
納
本

令
和
七
年
七
月
五
日
　
発
　
　
行

第
九
十
八
巻
　
　
第
七
号
　
　
第
一
一
五
八
号

（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

昭
和
四
年
三
月
十
五
日
　（
第
三
種
郵
便
物
認
可
）

令
和
七
年
七
月
一
日
　
印
刷
納
本

令
和
七
年
七
月
五
日
　
発
　
　
行

第
九
十
八
巻
　
　
第
七
号
　
　
第
一
一
五
八
号

（
毎
月
一
回
五
日
発
行
）

書　

壇

定
価
　
八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

金
文
・
毛も

う

公こ
う

鼎て
い

　
中
国
・
西
周
晩
期

　
買
地
券
と
は
元
々
、
古
代
中
国
で
墓
地
を
購
入
し
た
時
に
交

わ
さ
れ
る
契
約
文
書
で
鉛
や
塼せ
ん

（
煉れ
ん

瓦が

の
一
種
）、
石
な
ど
耐
久

性
の
高
い
書
写
材
料
に
刻
ん
で
墓
の
中
に
副
葬
し
た
も
の
で
す
。

　
当
時
、
人
は
亡
く
な
る
と
そ
の
魂
と
肉
体
は
地
下
の
冥
界
で

生
前
同
様
の
生
活
を
送
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
秦
の
始
皇
帝
が
驪り

山ざ
ん

に
咸か
ん

陽よ
う

の
宮
殿
を
そ
の
ま
ま
模
し
た
地

下
宮
殿
や
兵へ
い

馬ば

俑よ
う

坑こ
う

な
ど
の
壮
大
な
始
皇
帝
陵
を
つ
く
ら
せ
た

の
も
同
様
の
考
え
方
か
ら
で
す
。

　
副
葬
品
と
し
て
の
買
地
券
は
実
際
の
契
約
文
書
か
ら
後
に
は
、

死
者
が
冥
界
で
安
寧
に
生
活
す
る
た
め
に
姓
名
、
履
歴
を
明
ら

か
に
し
て
そ
の
墓
地
が
本
人
の
占
有
で
あ
る
こ
と
を
天
上
の
神

や
冥
界
の
神
霊
に
示
す
呪
符
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

し
た
。

　
姚
孝
經
買
地
券
は
一
九
九
〇
年
、
河
南
省
偃え
ん

師し

県
の
漢
墓
で

出
土
し
ま
し
た
。
永
平
一
六
（
西
暦
七
三
）
年
四
月
二
二
日
に

姚
孝
經
が
橋き
ょ
う偉い

か
ら
冢ち
ょ
う地ち

（
墓
地
）
を
買
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
塼
に
痩
硬
な
線
の
文
字
が
刻
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

四
行
め
第
五
字
「
以
」
の
終
筆
は
点
画
の
外
ま
わ
り
だ
け
を
刻ほ

る
「
双そ
う

鉤こ
う

刻こ
く

」
に
な
っ
て
い
て
、
隷
書
の
八は
っ

分ぷ
ん

の
波は

磔た
く

を
意
識

し
た
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。�

（
髙
橋
彩
綏
）

17

古
典
逍
遙

姚よ
う

孝こ
う

経け
い

買ば
い

地ち

券け
ん

　
後
漢

36 cm
×
36 cm
　
拓
本
は
書
壇
院
蔵

永
平
十
六
年
四
月
廿
／
二
日
。
姚
孝
經
、
買
橋
／
偉
冢
地
。

約
●
出
／
他
有
名
者
、
以
巻
／
書
。
従
事
歴
／
中
弟
功
周

文
功

四
行
め
第
五
字
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定
価
八
〇
〇
円
（
送
料
込
）

　令
和
七
年
七
月
一
日
印
刷

　令
和
七
年
七
月
五
日
発
行

書

　壇

　第
九
十
八
巻

　第
七
号

発
行
所 

公
益
財
団
法
人 

書
壇
院

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五̶

五̶

一̶

一
〇
一

印
刷
所 

日
本
印
刷
株
式
会
社

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四̶

四
一̶

二
四

 

　
　
　東
池
袋
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

公益財団法人 書壇院　〒105-0001　東京都港区虎ノ門5-5-1-101　TEL 03(6721)5701 FAX 03(6721)5702
ホームページ https://shodan-in.jp/

発
行
人 

横

　山

　菁

　絢

事務取り扱い時間　午前9時半より午後5時まで
̶日曜・月曜（月曜が祝・休日の場合火曜も）・
 祝・休日及び年末年始はお休みです̶

◎
東
京
メ
ト
ロ�

「
神
谷
町
」（
日
比
谷
線
）�

徒
歩
5
分�

「
六
本
木一丁
目
」（
南
北
線
）�

徒
歩
8
分

泉はし

歩
道
橋

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

大
使
館

城
山
緑
道

２番出口２番出口

神谷町駅

六本木一丁目駅

坂

桜田通り至
霞
ケ
関

至
麻
布
十
番

至
溜
池
山
王

泉
ガ
ー
デ
ン

タ
ワ
ー

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

大
使
館中

央
改
札
口

中
央
改
札
口

北
改
札
口

北
改
札
口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

エスカレーター
コンビニ

エスカレーターエスカレーター

アークヒルズ
仙石山テラス

アークヒルズ
仙石山森タワー

書壇院

〒

泉通り

麻

布

台

ヒ

ル

ズ

書
壇
院
案
内
図

　
会
　
期

　
　
令
和
七
年
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
よ
り
十
二
月
二
日
（
火
）
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
入
場
無
料
―

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
五
時
三
十
分
（
入
場
は
五
時
ま
で
）

　
　
　

最
終
日
は
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
午
後
二
時
（
入
場
は
一
時
三
十
分
ま
で
）

　
会
　
場

　
　
東
京
都
美
術
館

　
細
　
則

▽
出
品
者　

十
九
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

▽
種　

別　

Ａ
漢
字　

Ｂ
か
な　

Ｃ
南
画　

Ｄ
日
本
文　

※
Ａ
〜
Ｄ
の
各
部
門
一
点
ず
つ
出
品
で
き
る
。

▽
体　

裁　

幅
仕
立
て
本
表
装
（
軸
装
）

　
　
　
　
　

※
書
壇
院
に
て
一
括
し
て
表
装
店
に
依
頼
す
る
。
※
表
装
の
色
、柄
等
の
指
定
は
で
き
な
い
。

▽
寸　

法　

①
小
画
仙
半
切
（
用
紙
の
寸
法　

横
34.0
〜
35.0
㎝　

縦
134.5
〜
135.5
㎝
）

　
　
　
　
　

②
半
切
２
／
３
（
用
紙
の
寸
法　

横
34.0
〜
35.0
㎝　

縦
89.5
〜
90.5
㎝
）

　
　
　
　
　

③
半
切
１
／
３
横
（
用
紙
の
寸
法　

横
44.0
〜
45.0
㎝　

縦
34.0
〜
35.0
㎝
）

　
　
　
　
　

※
表
装
の
都
合
に
よ
り
用
紙
の
大
き
さ
は
必
ず
右
記
の
寸
法
に
お
さ
め
る
こ
と
。

▽
出
品
料　

一
六
、〇
〇
〇
円
（
表
装
料
を
含
む
）		

※
作
品
提
出
時
に
同
封
の
「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
込
取
扱
票
」（
東
京
〇
〇
一
九
〇
―
九
―

九
一
二
一　

書
壇
院
展
半
切
部
）
で
納
入
の
こ
と
。

	

お
納
め
い
た
だ
い
た
出
品
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

	

【
九
月
十
九
日
（
金
）
厳
守
】

▽
出
品
票　

出
品
作
品
に
は
所
定
の
出
品
票
を
添
え
る
こ
と
。

▽
出
品
締
切　

九
月
十
九
日
（
金
）
必
着
で
書
壇
院
へ
送
付
の
こ
と
（
裏
打
ち
や
表
装
を
し
な
い
こ
と
）。

▽
搬　

出　

会
期
終
了
後
表
装
店
よ
り
返
送
す
る
。

▽
そ
の
他　

出
品
物
は
本
院
に
お
い
て
努
め
て
保
護
す
る
が
、
不
可
抗
力
の
災
害
に
対
し
て
は
そ
の
責
を

負
わ
な
い
。

　
鑑
別
・
審
査
・
陳
列
・
褒
賞

▽
陳　

列　

鑑
別
に
よ
り
入
選
し
た
も
の
を
陳
列
す
る
（
陳
列
に
関
す
る
異
議
申
し
立
て
は
認
め
な
い
）。

▽
褒　

賞　

審
査
の
結
果
優
秀
な
作
品
に
は
特
賞
、
優
作
賞
、
佳
作
賞
を
授
与
す
る
。

▽
特
賞
を
三
回
受
賞
し
た
者
は
、
半
切
部
会
友
と
な
る
。

▽
授
賞
式
は
東
京
都
美
術
館
講
堂
に
お
い
て
行
う
予
定
（
決
定
次
第
受
賞
者
本
人
に
連
絡
す
る
）。

▽
入
賞
は
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）
会
場
（
東
京
都
美
術
館
）
に
お
い
て
発
表
す
る
。

▽
入
賞
者
氏
名
は
『
書
壇
』
誌
上
に
発
表
す
る
。

　
第
九
十
二
回　

書
壇
院
展
　
半
切
部
公
募
要
項

（
漢
字
臨
書
規
定
＝
8
頁
）

半
切
=
朕
以
よ
り
斯
源
ま
で
（
十
六
字
）

半
紙
=
不
移
時
而
獲
損
（
六
字
）

課 

題

古

典

研

究

温
泉
銘
│
唐
　
太
宗
│

︵
中
国
法
書
選
㊱
P.56
-
P.57
︶

情
　
性
　
者
　
矣
。
朕
　
以
　
憂
　

勞
　
積
　
慮
︒
風
　
疾
　
屢
　
嬰
︒

每
　
濯
　
患
　
於
　
斯
　
源
︒
不
　

移
　
時
　
而
　
獲
　
損
︒
於
　
是
　
面

書壇-25-07_表紙2-3.indd   1書壇-25-07_表紙2-3.indd   1 2025/05/23   16:41:032025/05/23   16:41:03



1

表
紙
＝
書
壇
院
蔵　

鄭
道
昭
書　

東
堪
石
室
銘題字　

集
鄭
道
昭
書

古
典
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
表
2

巻
頭
言
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

長　

澤　

幽　

篁
… 

1 

同
人
参
考
手
本
…
平　

岡　

玲　

篁
・
本　

多　

岱　

山
… 

2

雨　

篁
・
蒼　

林
・
毬　

之
・
栄　

香 　
　

中　

井　

言　

玉
・
松　

下　

�　

苑 　
　

競

書

課

題

漢
字
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

水　

野　

澄　

篁
… 

5

か
な
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

福　

谷　

玲　

子
… 

6

南
画
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

大
久
保　

楓　

紅
… 

7

漢
字
臨
書
規
定
…
桑　

山　

戯　

魚
・
大　

竹　

香　

楓
… 

8

か
な
臨
書
規
定
…
星　

野　

静　

代
・
渡　

部　

裕　

子
… 

9

日
本
文
…
…
…

菊　

田　

竹　

子
・
平　

井　

侗　

子
… 

10

篆
刻
入
門
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

益　

滿　

丁　

盦
… 

11  

第
64
回
竹
心
展
作
品
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12

玄
位
・
妙
位
・
雪
位
試
験
規
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

第
十
七
回
書
壇
院
日
本
文
の
書
展
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
31

愛
知
・
静
岡
地
区
書
道
交
流
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

第
一
五
三
回
審
査
会
員
遊
苑
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
34

第
一
一
五
八
回
選
書

　

写
真
・
批
評
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
35

　

成
績
発
表
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48  

お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

八
月
五
日
締
切
課
題
予
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

書
壇
院
日
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
64

バ
ー
コ
ー
ド
券
申
込
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
66

応
募
規
定
・
競
書
出
品
方
法
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

第
九
十
二
回
書
壇
院
展
半
切
部
公
募
要
項
…
…
…
…
…
…
表
３

古
典
逍
遥
…
…
…
…
…
…
…
…
…

髙　

橋　

彩　

綏
… 

表
４

令
和
六
年
、
愛
知
県
豊
田
市
に
豊
田
市
博
物
館
が
開
館
し
、
本
年
四
月
よ
り
開
館
一

周
年
記
念
「
岸
田
吟
香
と
岸
田
劉
生
―
近
代
、
そ
れ
は
東
洋
に
あ
り
―
」
と
題
し
大
規

模
な
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
六
月
十
五
日
ま
で
）
画
家
・
岸
田
劉
生
の
父
吟
香
は
、

実
業
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
詩
・
書
・
画
、
特
に
書
に

精
通
し
本
格
的
な
中
国
風
の
書
作
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
展
に
書
壇
院
収
蔵
品
十
五
点
（
潘
存
臨
鄭
文
公
碑
、
楊
峴
、
日
下
部
鳴
鶴
等
軸
作

品
、
拓
本
な
ど
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
内
覧
会
に
出
席
し
拝
見
し
ま
し
た
。
と
て

も
見
応
え
の
あ
る
展
示
で
し
た
。

博
物
館
は
挙
母
城
跡
の
高
台
に
位
置
し
、
隣
に
は
豊
田
市
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
昨

年
美
術
館
を
眼
に
し
そ
の
建
築
に
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
今
回
訪
れ
る
に
当

た
り
調
べ
て
み
ま
し
た
。
美
術
館
は
一
九
九
五
年
開
館
で
、
設
計
は
建
築
家
で
文
化
功

労
者
で
も
あ
る
谷
口
吉
生
（
一
九
三
七
～
二
〇
二
四
）、
美
術
館
の
設
計
を
得
意
と
し
、

豊
田
市
美
術
館
は
彼
の
最
高
傑
作
の
一
つ
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

庭
園
も
著
名
な
ア
メ
リ
カ
の
造
園
作
家
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
全
体
が
心
躍
る
美
術

品
だ
と
感
じ
ま
す
。

私
は
日
頃
書
展
に
足
を
運
ぶ
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
他
分
野
か
ら
刺
激
を
受
け

る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
、
佳
い
作
品
を
書
く
に
は
美
的
感
覚
が
必
要
で
す
。
腕
を
磨
く

こ
と
は
基
本
で
す
が
、
さ
ら
に
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
し
生
気
溢
れ
る
作
品
を
書
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

感
じ
る
心

長な
が

澤さ
わ

幽ゆ
う

篁こ
う

令
和
七
年
　
書
　
壇
　
七
月
号
　
目
次

水　

野　

澄　

篁

町　

田　

雨　

篁

佐　

藤　

節　

子

平　

井　

侗　

子

片　

野　

錦　

秋

小　

川　

紫　

𣴑

長　

澤　

幽　

篁

玉　

井　

菁　

雪

柳
　
澤
　
朱
　
篁

飯　

山　

素　

木

白　

鳥　

翔　

爽

星　

野　

静　

代

中　

山　

孤　

舟

町　

田　

玄　

洞

細
小
路　

洸　

玉

柴　

田　

李　

笙

01巻頭言目次_25_07.indd   101巻頭言目次_25_07.indd   1 2025/05/23   16:41:342025/05/23   16:41:34



2

同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半切（135 × 35）

　
本
多
岱
山
書

─
良
寛
詩
─
　

　	
	

	
	

ニ	

レ	
	

	

リ	

ザ
ス	

ヲ
　
　
ハ
リ
テ	

ニ	
	

	

ク	
シ
テ	

ヲ	
	

	

シ	
	

	

ク	

リ	

ニ

　	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
レ	

	

　
レ	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

	
	

	

　
レ

	
	

	

ニ	

シ	
	

	

タ
ル	

	

ノ	
	

	
	

ク

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

	
	

	
	

二	
	

一

寂
　
寂
　
春
　
已
　
暮
。
寥
　
寥
　
獨
　
閉
　
門
。
參
　
天
　
藤
　
竹
　
暗
。
沒
　
階
　
藥
　
草
　
繁
。
鉢
　
囊
　
長
　
挂
　
壁
。

香
　
爐
　
更
　
無
　
烟
。
蕭
　
灑
　
物
　
外
　
境
。
終
　
宵
　
啼
　
杜
　
鵑
。
　
　
　（
良
寛
詩
集
）

─
韓
偓
詩
─
　

　
平
岡
玲
篁
書

　	
	

	
	

ノ	
	

	
	

ヘ
テ	

ヲ	

ブ	
	

	

ミ	
	

ヲ	
	

シ
テ	

ル	
	

ニ

	
	

	
	

	
	

	
	

　
レ	

	
	

	
	

二	
	

一	
	

	

二	
	

一

細
　
雨
　
桃
　
花
　
水
。
輕
　
鷗
　
逆
　
浪
　
飛
。
風
　
頭
　
阻
　
歸
　
棹
。
坐
　
睡
　
倚
　
蓑
　
衣
。
　
　（
翰
墨
自
在
）

02同人参考手本_25_07.indd   202同人参考手本_25_07.indd   2 2025/05/23   16:42:042025/05/23   16:42:04
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同　人　参　考　手　本 ─競書の参考としてご活用ください─半　紙

　
　	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

ス	
	

ヲ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

二	
	

一

松
　
竹
　
助
　
淸
　
幽
。

植 木 蒼 林 書

張
舜
民
句

松 井 毬 之 書

孟
浩
然
句

　		
	

	
	

	
	

	
	

ニ	

フ	
	

ノ	

ヲ

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

二	
	

	

一

池
　
養
　
右
　
軍
　
鵞
。

町 田 雨 篁 書

駱
賓
王
句

　
　	

	
	

	
	

	
	

チ	
	

	
	

	

シ

浦
　
夏
　
荷
　
香
　
滿
。
田
　
秋
　
麥
　
氣
　
淸
。

若 松 栄 香 書

論
語

　
　
　	

	
	

	
	

	
	

	

ネ
テ	

キ
ヲ	

	

ル
　
　
シ
キ
ヲ

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
レ	

	
	

　
レ

溫
　
故
　
而
　
知
　
新
。

03同人参考手本_25_07.indd   303同人参考手本_25_07.indd   3 2025/05/23   16:42:282025/05/23   16:42:28



4

書壇院展・毎日展公募と同サイズです ─ご活用ください─

２尺×６尺額用

同　人　参　考　手　本

　
中
井
言
玉
書�

─
屠
隆
句
─

　
	
	

	
	

ヲ	

ヨ	
	

	

　
　
　

ラ
セ
バ	

ヲ	
	

ナ
リ

	
	

	

　

レ	
	

	
	

	
	

　

レ

澹
　
中
　
得
　
趣
　
彌
　
眞
。
濃
　
處
　
回
　
頭
　
味
　
短
。
　
　
　（
新
註
墨
場
必
携
）

用
紙　

紅
星
牌

筆　
　

和
筆
・
中
鋒
大
号

　
松
下
�
苑
書�

─
楊
師
道
句
─

　

		
	

ル	
	

ニ

淸
　
風
　
入
　
梧
　
竹
。
　
　
　（
明
解
墨
場
必
携
）

用
紙　

中
国
画
仙

筆　
　

和
筆
・
中
鋒

04同人参考作例_25_07.indd   404同人参考作例_25_07.indd   4 2025/05/23   16:42:572025/05/23   16:42:57
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芭
─
巴
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

蕉
─
艹
、
隹
、
灬
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
す
る
。

傾
─
横
幅
が
広
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

蜀
─
中
心
が
通
る
よ
う
に
書
く
。

紙
─
糸
偏
と
氏
の
位
置
関
係
に
気
を
つ
け
る
。

七
月
五
日
締
切
（
楷
書
）

漢
　
字
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
63
頁
参
照

玄
位
～
六
位
課
題

芭
蕉
傾
蜀
紙
─
李
賀
─

（
芭
蕉
蜀
紙
を
傾
く
。）

芭
蕉
の
葉
は
蜀
の
紙
を
傾
け
た
よ
う
に
垂
れ
下
が
る
。

上
位
・
準
上
位
課
題

歸
分
漢
主
憂 半

紙
縦
書

奉
和
垩
製
暮
春
送

朝
集
使
歸
郡
應
制王維

垩せ
い

製せ
い

暮ぼ

春し
ゅ
んに
朝て
う

集し
ふ

使し

が

郡ぐ
ん

に
歸か
へ

る
を
送お
く

る
を
奉ほ
う

和わ

す
應お
う

制せ
い�
王お
う

維い

萬
國
仰
宗
周

萬ば
ん

國こ
く

宗そ
う

周し
う

を
仰あ
ふ

ぎ

衣
冠
拜
冕
旒

衣い

冠く
わ
ん

冕べ
ん

旒り
う

を
拜は
い

す

玉
乘
迎
大
客

玉ぎ
ょ
く

乘じ
ょ
う

大た
い

客か
く
を
迎む
か
へ

金
節
送
諸
侯

金き
ん

節せ
つ

諸し
ょ

侯こ
う

を
送
る

祖
席
傾
三
省

祖そ

席せ
き

三
省し
や
うを

傾か
た
むけ

褰
帷
向
九
州

褰け
ん

帷ゐ

九
州し
う

に
向む
か

ふ

楊
花
飛
上
路

楊や
う

花く
わ

上じ
や
う

路ろ

に
飛と

び

槐
色
蔭
通
溝

槐く
わ
い

色し
よ
く

通つ
う

溝こ
う
に
蔭い
ん

す

來
預
鈞
天
樂

來き
た

つ
て
鈞き
ん

天て
ん

の
樂が
く

に
預あ
づ
かり

歸
分
漢
主
憂

歸か
へ

つ
て
漢か
ん

主し
ゆ

の
憂う
れ
へを

分わ
か

つ

宸
章
類
河
漢

宸し
ん

章し
や
う

河か

漢か
ん

に
類る
ゐ

し

垂
象
滿
中
州

垂す
ゐ

象し
や
う

中ち
ゆ
う

州し
う
に
滿み

つ

　
参
考
手
本
　
玄
位
～
六
位
　
水み
ず

野の

澄ち
ょ
う

篁こ
う

書

05漢字規程_25_07.indd   505漢字規程_25_07.indd   5 2025/05/23   16:43:282025/05/23   16:43:28



6

極
位
・
準
極
位
課
題

お
の
づ
か
ら　

涼
し
く
も
あ
る

か　

夏な
つ

衣ご
ろ
も　

日
も
夕ゆ
ふ

暮ぐ
れ

の　

雨

の
な
ご
り
に

（
藤
原
清
輔
）

妙
位
〜
６
位
課
題

今
朝
咲
き支

し　

く
ち遅

な奈

し
の能

又　

白
き
こ
と

（
星
野
立
子
）

※
か
な
漢
字
相
互
の
変
換
、
ち
ら
し
自
由
。
落
款
は
○
○
か
く
＋
印
。

　

参
考
手
本　

妙
位
〜
６
位　

福ふ
く

谷た
に

玲れ
い

子こ

書

　

余
白
に
重
き
を
お
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

半
紙
縦
書

七
月
五
日
締
切

か　

な　

規　

定

次
号
課
題
（
予
告
）

　

63
頁
参
照

06かな規定_25_07.indd   606かな規定_25_07.indd   6 2025/05/23   16:43:532025/05/23   16:43:53



7

本
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
書
壇
誌
に
掲
載
さ
れ
た
大
久
保
楓
紅
先
生
（
一
九
一
九

～
二
〇
〇
二
）
の
作
品
を
参
考
手
本
と
し
て
転
載
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
薔
薇
を
課
題
に
し
ま
し
た
。

種
類
も
多
く
、
夏
の
季
節
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
で
は
四
季
咲
き

の
薔
薇
も
あ
り
ま
す
の
で
一
年
中
世
界
中
で
観
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
普
通
の
薔
薇
を
描
き
ま
す
。

先
ず
淡
墨
で
花
の
線
が
き
を
し
ま
す
。
次
に
筆
に
胡
粉
を
含
ま
せ
て
、

其
の
先
に
洋
紅
を
少
し
つ
け
て
彩
色
し
ま
す
。

次
に
茎
、
葉
も
雌し

黄お
う

（
黄
）、
藍
、
墨
の
順
で
大
小
を
わ
け
て
濃
淡
も

つ
け
全
体
ま
と
ま
り
良
く
描
く
よ
う
、
注
意
が
必
要
で
す
。

最
後
に
墨
で
葉
脈
、
洋
紅
に
墨
を
ま
ぜ
て
と
げ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

讃
は
「
庭
前
清
趣
」
で
す
。

参
考
手
本
　
大
久
保
楓
紅
画

─
薔
薇
（
ば
ら
）
─
　

南
画
初
学
講
座
（
一
四
八
）�

大お
お

久く

保ぼ

　
楓ふ
う

　
紅こ
う

※
横
三
五
セ
ン
チ
、
縦
二
七
セ
ン
チ
（
小
画
仙
紙
半

切
五
分
の
一
）
の
用
紙
を
横
に
揮
毫
の
こ
と
。

七
月
五
日
締
切

南
　
画
　
規
　
定

次
号
課
題
（
予
告
）　
63
頁
参
照

07南画規定_25_07.indd   707南画規定_25_07.indd   7 2025/05/23   16:44:192025/05/23   16:44:19
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温
泉
銘
は
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
正
月
、
太

宗
皇
帝
が
臨り
ん

潼ど
う

県け
ん

驪り

山ざ
ん

に
あ
る
温
泉
に
持
病
の
中

風
を
癒
す
べ
く
訪
れ
、
そ
の
効
能
を
賞め

で
、
建
碑

し
、
自
ら
筆
を
揮ふ
る

っ
て
碑
に
刻
さ
せ
た
も
の
で
す
。

原
碑
は
、
既
に
失
わ
れ
、
一
九
〇
八
年
、
フ
ラ
ン

ス
の
東
洋
学
者
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
（
一
八
七
八
～

一
九
四
五
）
に
よ
っ
て
敦
煌
石
窟
か
ら
拓
本
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図

書
館
に
あ
り
ま
す
。

　
太
宗
（
五
九
八
～
六
四
九
）
は
、
唐
王
朝
の
基
礎

を
築
い
た
英
明
な
君
主
で
、
文
化
の
保
護
と
育
成
に

も
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
自
ら
も
書
を
愛
好
し
、
王

羲
之
に
心
酔
し
て
そ
の
書
を
学
び
、
特
に
行
書
を
得

意
と
し
ま
し
た
。

　
温
泉
銘
は
、
私
の
大
好
き
な
古
典
の
一
つ
で
大
学

二
年
の
時
に
全
紙
二
枚
つ
ぎ
三
連
幅
で
太
鼓
を
叩
く

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
臨
書
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。
実
画
の
確
か
さ
と
虚
画
部
分
で
の
悠
々
と
し
た

大
き
な
動
き
、
弾
力
の
あ
る
細
身
の
線
を
駆
使
し
た

結
体
は
縦
長
、
背
勢
気
味
の
前
傾
姿
勢
の
も
の
が
多

く
、
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
で
す
。
そ
し
て
最
大
の

魅
力
は
、
躊
躇
な
く
筆
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
皇
帝
に
な
っ
た
気
分
で
お
お
ら

か
に
誇
り
高
く
堂
々
と
臨
書
し
て
く
だ
さ
い
。
か
く

い
う
私
は
、
皇
帝
に
な
り
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

温お
ん

泉せ
ん

銘め
い

―
唐と

う

　
太た

い

宗そ
う

―

　
桑

山

戯

魚

臨
　
　
半
切
参
考
手
本
（
上
位
～
六
位
）

大お
お

竹た
け

香こ
う

楓ふ
う

臨�

半
紙
参
考
手
本（
上
位
～
六
位
）

次
号
課
題
（
予
告
）

　
　
64
頁
参
照

桑く
わ

山や
ま

戯ぎ

魚ぎ
ょ

七
月
五
日
締
切

漢
字
臨
書
規
定
　
　
小
画
仙
紙
半
切
・
半
紙
縦
書

参
考
資
料 

表
紙
内
側

08漢字臨書規定_25_07.indd   808漢字臨書規定_25_07.indd   8 2025/05/23   16:44:442025/05/23   16:44:44
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極
位
〜
２
位

左
を
半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

（
二
玄
社
　
日
本
名
筆
選
㉖
）　
　
　
　  

３
位
〜
６
位
参
考
手
本　

渡わ
た

部な
べ

裕ゆ
う

子こ

臨

　

３
位
〜
６
位

半
紙
縦
半
切
に
臨
書
す
る
こ
と

ま万

つ
か可

げ
の　

い
は盤

ゐ
の
み
づ
を　

む
す
び
つ
ゝ

ま万

つ
か可

げ
の
　
い
は盤

ゐ
の
み
づ
を
　
む
す
び
つ
ゝ
　
な
つ徒

な奈

き支

と
し
と登

　
お於

も
ひ日

け介

る
か可

な那

『
伊
予
切
』
と
同
様
『
高
野
切
第
三
種
』
の
書
風
系
列
に
属
す
る
古
筆
に
は
、『
御
物
粘で
っ

葉ち
ょ
う

本ぼ
ん

和
漢
朗
詠
集
』『
法
輪
寺
切
』『
蓬
莱
切
』『
近
衛
本
和
漢
朗
詠
集
』『
元げ
ん

暦
り
ゃ
く

校
本
万
葉
集
』
が
あ
り
ま
す
。
課
題
の
歌
は
、
清
水
の
冷
た
さ
を
強
調
し
、
今
年
は
夏
が
な
い
年
で
あ
っ
た
か
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
、
と
詠
ん
だ
恵え

慶ぎ
ょ
う

法
師
の
歌
。
二

行
の
響
き
合
い
の
さ
り
気
な
さ
と
墨
の
濃
淡
美
が
光
る
一
首
で
す
。
一
行
め
、
程
良
い
墨
量
で
字
幅
に
細
・
太
と
変
化
を
つ
け
て
書
き
進
め
、
二
句
め
の
「
は盤

」
は
筆
力
を

高
め
て
し
っ
か
り
と
。
二
行
め
の
渇
筆
は
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
書
き
ま
す
。
緩
や
か
さ
と
鋭
さ
を
兼
ね
備
え
た
本
古
筆
の
書
の
美
を
習
得
す
べ
く
、
努
力
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
星
野
静
代
）

七
月
五
日
締
切

か

な

臨

書

規

定　

伊
予
切　

 

─
七
─　
　

半
紙
縦
半
切

次
号
課
題

　
（
予
告
）

　

64
頁
参
照

09かな臨書規定_25_07.indd   909かな臨書規定_25_07.indd   9 2025/05/23   16:45:102025/05/23   16:45:10



10

7 月 5 日締 切 日　本　文

③
半
紙
随
意
　
書
体
・
文
言
自
由
。
半
紙
タ
テ

②
半
紙
規
定
　
ヨ
コ

参
考
手
本

　
平ひ

ら

井い

侗な
お

子こ

書

す
ず
し
さ
や
　
袖
に
さ
し
入
る
　
海
の

月�

（
三
浦
樗
良
）

①
条
幅
規
定
　
半
切
タ
テ
　
参
考
手
本
　
菊き
く

田た

竹ち
く

子し

書

石
の
間
に
　
砂
を
ゆ
る
が
し
　
湧
く
水
の
　
清
し
き
か
な
や
　
我
は
見
つ
る
に
　
　
　（
斎
藤
茂
吉
）

線
の
動
き
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、
単
体
で
茂

吉
の
歌
意
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。

次
号
課
題

　（
予
告
）

　
63
頁
参
照
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《
応
募
作
品
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

今
月
の
課
題
は
「
一
字
師
」
で
し

た
。
一
と
字
が
疎
画
な
の
で
二
対
一

と
す
れ
ば
置
き
や
す
い
印
文
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

規
定 

〇
流
芳
さ
ん
、
安
定
し
た
作
風
で
す
。

師
の
𠂤
を
下
げ
た
の
は
効
果
的
で

す
。
辺
縁
の
処
理
も
素
晴
ら
し
い

で
す
。

〇
蘭
陽
さ
ん
、
線
が
き
び
き
び
し
て

お
り
響
き
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
全

て
の
文
字
に
変
化
を
付
け
て
い
る

た
め
、
変
化
に
よ
る
効
果
が
薄

ま
っ
て
い
ま
す
。
変
化
を
見
せ
る

に
は
、
変
化
さ
せ
な
い
部
分
が
必

要
で
す
。

〇
春
果
さ
ん
、
文
字
と
厚
め
の
下
辺

に
空
間
を
取
り
、
字
配
り
の
バ
ラ

ン
ス
感
覚
が
冴
え
て
い
ま
す
。

〇
閑
雅
さ
ん
、
余
白
を
活
か
し
た
良

い
作
品
で
す
。
印
風
も
長
閑
で

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
。

随
意 

　

摹
刻
課
題
は
「
自
度
航
」
で
し
た
。

今
ま
で
の
摹
刻
課
題
は
漢
印
だ
け
で

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
近
人
の
印
も

採
用
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

〇
賢
さ
ん
、
浙
派
の
風
を
よ
く
捉
え

た
摹
刻
で
す
。
こ
の
線
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

〇
水
心
さ
ん
、
呉
譲
之
「
震
無
咎
齋
」

の
摹
刻
作
品
で
す
。
摹
刻
の
再
現

度
が
非
常
に
高
く
、
刀
法
の
消
息

さ
え
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
　

参
考
に
な
さ
っ
た
本
が
恐
ら
く

大
陸
の
出
版
物
で
、
釈
文
が
簡
体

字
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
で
正
体
に
変
換
い
た
し
ま
す
の

で
問
題
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
余
談
で

す
が
、
无
は
説
文
に
無
（
𣠮
）
の

奇
字
（
珍
奇
な
文
字
）
と
さ
れ
、

現
在
の
大
陸
で
は
こ
の
形
を
簡
体

字
と
し
て
採
用
し
て
い
ま
す
が
、

仮
に
作
品
に
釈
文
を
入
れ
る
場
合

は
「
無
」
と
し
た
方
が
宜
し
い
か

と
思
い
ま
す
。

益ま
す　

滿み
つ　

丁て
い　

盦あ
ん

（
二
六
八
）

七
月
五
日
締
切
課
題

○
規
定
「
返
璞
歸
真
」

○
随
意
（
ま
た
は
摹
刻
を
含
む
）

○�

印
は
３
㎝
以
内
、
摹
刻
は
原
印
大
と

し
ま
す
。

○�

67
・
68
頁
応
募
規
定
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
出
品
票
を
貼
っ
た
バ
ー
コ
ー
ド
券
を

必
ず
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

返
璞
歸
真
（
璞
に
返
り
て
真
に
帰
す
）
一
切
の
虚
飾
を
廃
し
、
本
来
の
姿
に
立
ち
返
る
こ
と
。『
戦
国
策
』
よ
り

鈴
木
　
閑
雅
　鈴

木
　
水
心
　

八
月
五
日
締
切
規
定
予
告

�　
　
「
清
風
一
榻
」

規
定
参
考　

 

益
滿
丁
盦
作

堀
　
　
流
芳
　

柴
　
　
蘭
陽
　

菊
地
　
春
果
　

 

摹
刻
参
考

左
馬
廏
將

小
林
　
　
賢
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